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PhoCusWright’s

Online Travel Overview

Market Size

and Forecasts 2004-2006

TD 勉強会では、PCW 社の「米国オンラインとラベルの現状及び将来予測」の

レポートを、紙芝居にして、シリーズでお届けします。　シリーズ 1 回目（情

報 120）は、米国オンライントラベルの規模についてご案内します。

 米国でオンライントラベルが形をなし始めたのは、今から 6年前で、その時

点の規模は、30億㌦（ 3,300億円）であった。

 それが、現在では 400億㌦（ 4兆 4千億円）に成長している。

 旅行が、米国の e-コマースのトップを占める産業。

 多くの旅行社が犇きあっているオフラインとは大きく違って、オンライン市

場は、一握りのプレイヤー達の寡占状態が続いている。（ IAC, Travelocity,

Orbitz, Priceline, Cendantで 99％）

 2006年には、旅行産業 2,138億㌦（ 23.5 兆円）の 35%のシェアーを、オ

ンライン販売が押さえてしまうだろう。

（このレポートが対象とするオンライントラベルとは、leisure and unmanaged

business travel ＜全体の 68%＞を、対象としている。　Managed business

travel = 出張規程に基づくビジネストラベル＜全体の 32%）＞は、対象として

いない。 ）
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 旅行総販売が横ばいの中

で、オンライン販売のシェ

アーが向上している。

 2003 年の旅行総販売額は

1,898 億㌦（ 20 兆 9 千億

円）、オンライン販売は 394

億㌦（ 4兆 3千億円・前年

比+37%）、オンライン化率

は 21%。

 但し、managed business

travel を加えると、オンラ

イン総販売額は 582 億㌦

（ 6兆 4 千億円）、オンラ

イン化率 31％となる。

オンライン化率 21%

(2002 = 15%)
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 オンライン購入者は、基本的には、ブランドロイヤルでない顧客。

 幅広いオンラインチャネルから、旅行を購入している。

 中でも、使い勝手の良い、最低運賃を表示する、運賃比較が可能な、オンラ

イン旅行社を選択している。

オンライン旅行社サ

イトは、運賃比較が

可能

最低運賃表示で、オンラ

イン旅行社サイトの選好

性が高い

使い勝手の良さで、オンライン旅

行社の人気が高い。
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プロダクト別（セグメント別）オンライン販売

 2006 年には、オンライントラベルの総販売額は、2003 年の倍の 784 億㌦

（ 8兆 6千億円）、オンライン化率 35%を達成するものと予測される。

（ International とは、米国オンライン旅行社が販売する、米国以外のサプライ

ヤーの旅行プロダクトを指す。）
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 プロダクト別（セグメント別）では、エアーが 51%から 45%に低下する。

その代わり：

 ホテルが、マーチャント販売の力強い販売攻勢に押されて、28%から 31%

に拡大。

 その他（レンタカー、ツアー、海外）が、21%から 24%に拡大する。

（ International とは、米国オンライン旅行社が販売する、米国以外のサプライ

ヤーの旅行プロダクトを指す。）
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チャネル別オンライン販売

 サプライヤーサイトが、全オンライン販売の 50%を構成している。

 この構成比率は、2006 年まで同じ傾向が続くと予測されている。



情報 120　（平成 16 年 7 月 23 日） TD勉強会7

Internet Channel Mix, Strategies and Outlook, 2003

Strategy Outlook

Airline
59:41

Web 運賃を、全チャネルに提供
OTA のように 5 ㌦ティケット手数料
は徴収していない。　マイルは提供。

LCC（ Southwest, jetBlue ）は、OTA
経由販売を実施していない。

OTA で調べて、エアラインサイトで購
入と言う傾向が継続。

エアラインの予約エンジン強化が、こ

の傾向に拍車をかける。

OTA のエアー＋パッケージ販売が、こ
の傾向に立ちはだかる。

Hotel &
Lodging

47:53

大手チェーンは、OTA 販売に依存して
いないと言っているが、殆どのホテル

は、依然として OTA 販売に依存して
いる。　ホテルが、ベストレート保証

やその他の“オマケ”により、ホテル

サイトの直販増加に努力している

が、OTA は、価格志向顧客のホテル・
スーパーマーケット化している。

OTA のマーチャントレート販売と、パ
ッケージ・オファリングに対抗して、

ホテルは、自社サイト直販増加を試み

るが、余り大きな変化は、起こらない。

独立ホテルや、小規模ホテルは、大き

く OTA 販売依存。

Car Rental
56:44

大手ブランドの顧客は、レンタカーサ

イトで購入。　常顧客優先プログラム

により、殆どが究極的にはレンタカー

サイトで購入する。

レンタカーサイトは、低価格と“オマ

ケ”によりサイト直販に努力。

中小レンタカーは、OTA に、より依存
する。

Traditional
Vacation
Packager

20:80

賢明な TVP は、顧客に直接パッケー
ジを販売する。　しかしリーディング

OTA のダイナミックパッケジング・テ
クノロジーを駆使した自社パッケー

ジ販売には歯が立たない。

TVP は、少しばかりのパッケージ直販
に成功するが、殆どの顧客は、OTA サ
イトにてエアー /ホテル /カーの自分自
身のパッケージを組み立てる。

Rail
100:0

Amtrak が唯一のオンラインプレイヤ
ー。

顧客は Amtral.com でオンライン割引
運賃をゲットする。

Amtrakは、法人販売のために第三者サ
イトと提携するかもしれないが、レジ

ャーOTA 経由の販売は、実施しないだ
ろう。

Cruise
8:92

旅行社の怒りをおそれて、殆どのクル

ーズが直販を躊躇している。

OTA が徐々にクルーズ販売に手を付
け出している。

クルーズは、直販のメリットを認識

し、自社サイト販売に向かうだろう。

そこでは OTA との競争が始まるだろ
う。

( OTA = Online Travel Agency )

Airline  59:41 = 自社直販サイト 59%：オンライン旅行社サイト 41%。
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 各セグメントのオンライン化率は、2003年で、1位がエアーの 33%、最下

位がクルーズの４%。

 2006年には、1位が鉄道の 48%、最下位が、クルーズの 12%。

 PCW は、オンライン化率の限界を 50%程度と見ている？（少なくと 2~3

年の間は）

なお、managed business travel = corporate travelを加えた、オンライン化率

は、下表とおり、+10％ P（ 2003）から、＋ 19%P（ 2006）増加する。
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